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議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第９回千郷地域協議会 公 開

日 時
令和５年１２月２７日（水）

午後 7時 00 分～午後 8時 23 分
場 所

西部公民館

多目的ホール

出 席 者

（委員）今泉秀繁、中島敏和、熊谷則之、山本孝弘、瀧下一美、古市隆宣

杉木宏次、牧野勲、伊藤雅明、宮下利夫、渡邉省仁、小山明宏

古瀬剛、天野淸孝、髙柳友一、今泉まり、羽佐田太一、原田祐子

竹下順、林義和、菅原次郎、藤田秀雄、山崎明美、鈴木八百子

鈴木ゆみ子、北尾志穂

（事務局及び市）

千郷自治振興事務所：今泉雅晴所長、宮本博之（担当）

市民自治推進課：杉本晶子参事、森本陽子（副担当）

欠 席 者 （委員）鈴木重好、近藤武 傍 聴 者 １名

配布資料

次第

地域計画推進体制検討会からの検討結果報告資料

千郷地域自治区地域活動交付金事業検討資料

１ 開会及び会長あいさつ

山本会長によるあいさつの後、本日の会議成立の報告を行った。

会議に先立ち会議録署名者を会長より「竹下順」委員、「林義和」委員の２名を指名し両

委員ともに承諾がされたため、次第に従い会議に移った。

２ 報告

⑴地域計画推進体制検討会からの検討結果報告について

千郷地域自治区地域計画推進体制検討会（以下「検討会」という。）会長の岩田常文氏

が会議に出席され、検討会にてこれまで全１０回会議を開催し、そのうえで検討した結

果を整理したため、地域協議会にその内容が報告された。

＜主な意見等＞

今後、区長会と地域協議会とイコールにすると記載あるが、この記載では誤解が生じ

てしまうため、「兼ねる」という記載に修正し、意図が明確に伝わるようにしたほうが良

いのではないか。

■検討会会長岩田常文氏

上記意見を踏まえ、イコールという記載を「兼ねる」、または、「兼務」という表現に

記載を改め、１月１７日（水）に検討会から市長へ報告する旨の説明がされた。

３ 議事

第１号議案 千郷地域自治区地域活動交付金事業について

本議案内容については、第８回地域協議会の方針どおり、地域計画策定分科会（「以下、

「分科会」という。）によって検討し案を示して行く方針とされていたため、１２月６日

㈬に開催された分科会での検討結果の報告を、分科会委員長である伊藤委員より報告が
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された。

＜分科会による報告内容＞

前年度審査に切り替える事についてのメリット、デメリットを踏まえ検討を進めた

が、分科会の中でも意見が真っ二つに割れた。しかし、現時点で前年度審査に必ず切り

替えなければならないという重大な課題も無く、前年度審査に切り替える年度の地域協

議会としては、「現年度分の審査」、さらに「翌年度の審査」を開催する必要が生じる。

また、地域や活動団体への周知期間を十分に考慮しなければならないため、前年度審査

に切り替えるにしても慎重に方針決定をする必要があることから、分科会としては現時

点では現行のとおりでも影響は少ないのではないかとの意見があった。

上記分科会からの報告内容を踏まえ協議に移った。

＜主な意見等＞

・団体によっては前年度審査となると次年度の役員などが未決定となっている場合も想

定されるが、このことについては事前に十分な周知をすることによって対応可能となる

のでさほど心配はないと感じる。

・審査会の開催が複数回となる点についての負担は、事務局によって審査会開催準備は

ほとんど行われるため、そこまでの負担にはならないと感じる。

・前年度審査にしなければならないという特別な理由が無ければ現行どおりで良いので

はないか。

・分科会での検討結果を考慮し、現時点では前年度審査に切替える事なく、本年度の地

域協議会での決定では、現行どおりとするということでどうか。

■決定事項

採決の結果、現時点では前年度審査に切替えすること無く、現行のとおりとして募集

や審査を行う方針として決定がされた。

４ 連絡事項

⑴ 第９回地域計画策定分科会の開催日程（1月 17 日㈬19 時から）について

⑵ 第１０回千郷地域協議会の開催日程（1月 31 日㈬19 時から）について

以上の事について事務局より連絡がされた。

５ 閉会


